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はじめに

　今日，日本は漫画（特にアニメ）においても輸出大国となろうとしているかのようである。フラ

ンスでは1976年に日本製アニメ『ゴールドラック』（邦題『グレンダイザー』）と，『キャンディー・

キャンディー』が大ヒットして以来，次第にその地盤を広げにれはヨーロッパの他の地域でも同

じであったが), 1990年には実に，１週間に20本ものアニメが放映されるにいたった1．他の海外へ

進出している製品同様，日本製アニメは安くて面白いのである。しかし『キン肉マン』が頭にハー

ケンクロイツらしきものをつけていたのをきっかけに，日本アニメの暴力描写（とは日本人は思っ

ていないのだが）全般に対する批判が一挙に吹き出したのはまだ記憶に新しい事件である。フラン

スの子どもたちにしてももはや象のババールの絵本ばかり読んでいるわけにいかないという事実が

ある以上，十把一からげに日本アニメの侵略，などといっていても仕方なく，今後一層，相互の文

化的理解が求められるところである。

　アメリカでは，漫画本が日本のような巨大市場（年間10億冊以上販売され，総売上げは５千億円

に近い）2ではないが，ここにおいて日本の漫画がいくつも翻訳されその数が増え続けているのは，

翻訳天国である日本でアメリカの漫画の翻訳出版がまともに成功したことがないことを考えあわせ

ると，驚異的である（たとえば小池一夫・小島剛夕，『子連れ狼』の翻訳は１冊につき約10万部が

売れる）3。

　江戸中期のr鳥羽絵』に始まる日本の漫画がなぜ今日の隆盛を極めたのであろうか。一般書店で

容易に感じ取ることができるが，現在日本の全出版数の３分のＬを占めるのは漫画である4．これ

に直接答えるのはもちろん拙稿の目的ではないが，このように巨大な出版物に対して言語学的に，

もはや無関心ではいられないだろう。したがって拙稿においては文化論的視野も保ちつつ対照言語

学の立場から日仏漫画のオノマトペに問題を限って研究してみたい。なおこれは『オノマトペに関

する対照言語学的研究』（岡本, 1988)以来，おこなってきた日仏語のオノマトペに関する考察の

一環でもある。

　　　　　　　　　　　　１．通常のテクストにおけるオノマトペ

漫画におけるオノマトペを検討する前に，通常のテクストにおけるオノマトペについて簡単に振
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り返ってみよう。というのは漫画においては，ちょうど絵本とは逆になろうかと思われるが，絵が

主体でテクスト（吹き出し内のせりふ，絵にそえられたオノマトペ，ストーリー展開のための説明

文）は副次的なものとしてあらわれるが，副次的とはいっても，場面の説明や物語の進行上欠かす

ことの出来ないものであり，当該言語の文法上その他の制約下におかれていることは間違いないの

で，まずは通常のテクストの検討をしておくのが妥当だと考えられるからである。

　周知のごとくフランス語については小説，新聞，雑誌等，様々なテクストを手当たり次第読んで

も，オノマトペに出くわすことはきわめてまれである。この状況はテクスト内容の洗練度とでもい

うべきものとは全く無関係で，たとえばParis-Matchのような大衆雑誌を例に取ると，政治，経済，

社会に関する「かたい」記事の部分と，ゴシップ，殺人，事故等のそうでない記事の部分に，差異

はない。どちらにもオノマトペがごくまれにしかあらわれない。おそらく，これはもっと極端に通

俗的な雑誌類にあたってみても，それがフランス語で書かれているかぎり同じことがいえるだろう。

フランス語においてオノマトペは文のレベルには存在せず。間投詞，あるいはもっと強い表現をと

れば，叫び声や雑音に近いからである。　　　　　　　　　　　　　　｀

　例外的に児童向きのお話にはオノマトペが頻出するものを見受けるが，これがどの程度あり，ど

の辺に位置付けられるのかは調査中である。こういったものを，ただちに通常のテクスト｡の仲間と

して同等に置けるかどうかは疑問で，現在のところフランス語でオノマトペを多用するのはすべて

特殊な文体と見てよいと考えている。というのは幼児向けの絵本を大量に調べても，オノマトペは

意外なほど少ししか使われていないことを確認しているからである（『日仏語絵本の世界一対照

言語学的研究』，岡本, 1990)。

　したがって，フランス語テクストについては，オノマトペぱめったに出ないというところでまと

めておいていいだろう○　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･･

　これに対し，日本語では，たとえば新聞で（一流新聞でも何流新聞でも）重大事故をオノマトペ

抜きで報道することはまずありえない。爆発すればドカーン等の大きい音がするであろうし，人が

叫べばキャーなどというのは，あたりまえのことではあるが，事態をアナログ的にとらえ，かつ対

象と一体化して描かねば気が済まない言語である，日本語ではオノマトペを欠かすことは出来ない。

これはまた日本人の音を対峙的に見ず，むしろ対象との距離を計ったりその種類を皮膚感覚的にと

らえるための手段として好んで用いる態度とも関係がある。欧米語では全く冗長に思われるこれら

の表現も論理を越えた力があるので手放すわけにはいかない。次のような文を読むと，日本語にお

いては，オノマトペが極めて，生々しい力をもち，また情報伝達面からみても重要な働きをしてい

ることが強く感じられる。

　　　いや垂直尾翼後部の方向舵を動かそうと，どんなにペダルを踏みこんでも，JA8119号機には，「トーン」

　　から以後，方向舵がついていなかった。ただ，その事実に，コックピット･クルーは気づいていなかった。

　　（吉岡忍，『日航123便事故全記録一墜落の夏』, p. 88)

当然のことながら，日本語では小説においても，オノマトペは表現の重要な手段として作者，作品

によっては極力活用されている場合があるのでそれを見ておこう。

椎名誠の一連の作品は，日本語がオノマトペで出来ているのではないかと思わせる位，頻出する。

　そしておれのすぐうしろにはコネクリ金次が立っていて、襟元めあたりにはあはあと荒い息を吹きつけ

てきており、前方の三塁では弾ね殺しの吉田が早く来い、と手招きしておりニタリニタリと笑いながら両

手でおれの首のあたりをふたつに折るようなしぐさをしていた。マウンドではさみだれ十四郎がギラリギ

ラリとおれを睨みつけているし、目下のおれの状況が快適である筈がないのだ。
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　　　　「はあはあしゅうしゅう」とおれの首のうしろのあたりでコネクリ金次がまたうるさく息を吹きっけて

十　　いた。そうしてひくい声で丁ちょっとでも動いてみろ。次は右腕だい。ついでにてめえの目をやすませて

　　　やるからな。はあはあ七ゆうしゅう……」とやつはひぐい声で言い続けた。▽

　　　　さみだれ十四郎がおれを睨みつけ，大きく片足を振りあげてすさまじい勢いで右手からトゲ球を射出:し

　た。金属的なズガン！　という音がおれの耳にも響き，バッターボックスのヘッドバット小松が三メート

　　　ルほどうしろに吹っとんだ。　　　十　　　　　　　　　　‥　　　　（椎名誠，『生還』, p. 127-128)

　このオノマトペを目立たせて話を進める手法は漫画（劇画）に近く感じられ，小説の世界では一

見，全く斬新に見える。しかしもう少しおだやかな形では少し古い作品でも使われておりレもとも

と日本語の特質として存在七ているものを椎名誠は極端なかたちで提示しているだけとも言えよう。

　たどえば壷井栄め『二十四の瞳』において，次の』ドうなオノマトペの使用がみられる。………

　そしてつぎの日である。芋女出でない、小さな先生にたいして、どきどきするような作戦がこらされた。

　こそこそ　こそこそ

　こそこそ　こそこそ　　　　　　　　＼　　　　　十　　　犬　　　　　ニ　　　　　　　　　‥‥‥‥=

　道みちささやきながら歩いてゆく彼らは、いきなりどぎもをぬかれたのである。場所も力るかった。見

通しのきかぬ曲がり角の近くで、この道にめずらしい自転車か見えたのだ。　　＼　　　　　　　　＼　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　て壷井栄、『二十四の瞳』、p. 11)

　しかしそれも、大石先生にはまだなっとくのゆかぬ、赴任二日目である。ことばの通じない外国へでも/

やってきたような心細さで、一本松のわが家のあたりばかりを見やっ/ていた｡し　・｡･･｡･　　｡･　　･｡・　｡･｡･

　　カッ　カッ　カッ　ガッ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　ト

　　始業を報じる板木が鳴りひぴいて，大石先生はおどろいて我れにかえった。　つ(p. 16-17)

この例では板木の音を目立たせるために，わざわざ前後１行ずつ空け，字下げも行われている。

　やがて平坦な道にさしかかると、朝がた出あった生徒の＝一団も帰ってきた。

一一大石　大石　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　∧

　一一大石　大石　　　　　　　　ト　　　　　　＼　　　　　　犬

　幾人もの声のたばが、自転車の速度につれ大きく聞こえTCくる。なんのことか、

た先生も、それがじぶんのことと分かると思わず声を出して笑ったノ

ここで「大石」と呼ぶ生徒の声は，

はじめは分からなかっ

　(p.22-23)

せりふというよりも，むしろ音として感じられる。

　以上のような技法はこの短い作品の中で何度も用いられ，当時はまだ今の劇画のようなものは無

いので，映画がかなり意識されているのかもしれないが，いずれにせよ日本人のオノマトペや音に

対する態度が非常によく出ている。

｢せんせえ一司　　犬

｢また、おいでえ｣

｢足がなおったら、またおいでえ｣

｢やくそく　したぞオ｣

｢や　く　そ　く　し　た　どオ｣ (p. 84)
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　これは，しだいに遠ざかる船,の上の先生に，呼びかける子供たちの声を聞こえたとおり，出来る

かぎり忠実に表現したものである。犬このような工夫をこらした音の表現は，小説に書いであっでも，

漫画に書いてあっでも，日本人にはまるで映画を見ているような音声面で大変リアルな印象を与え，

これが嫌いな人はあまりいないであろっう。事実＼『二十四の瞳』は映画化の成功にょって一層有名に

なったのであるが，この種の努力は日本人読者め心性に合致する=もので，容易にむくいられる=もの

なのである:。この作品における，いわばオノマトペを背景にし,ﾄ前面で登場人物を動かす表現法は，

日本の漫画の手法にも直接つながるものである。たとえば【図士】のような漫画の一ゴマノは，この

手法を使った典型的なものである。このオノマトペ付きめ場面は日本人の心情にうったえかけると

ころが大であろう。

ニ　このよう万なシーンは日本の漫画ではめず

＼　らしくないが,フランスの漫画には見当たら

’ない。　　　　　ト　　　　　　。･　　＝

ﾚﾄﾆ極端な言い方をすると，日本では通=常の

　エデクズト｡はいつでも漫画に成りうるもので。

　またその逆もあり得るのでないかﾉと思える

＼ことがある。/最近，小説かと思つ＼七手に取I

十ると，中身は漫画であるという＼,∧文庫本風

しし1こ装丁した出版物がかなり出七いくる。例え

ぱ次のよ/うなものがある･。「時代マレンガベス

トゼレクション」（文春文庫ビジ４アル版）

は現代の漫画の優秀:な作品を集めたもﾄので

ある。『風流江戸雀JI（杉浦日向子,し新潮文

庫）は古川柳をテーマにして描かれた漫画であるが江戸情趣あふれる短編で，文学的漫画とも言え

る質の高いものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　十

また『現代童話』（福武文庫）シリーズはやはり文庫本のかたちを七ているﾉのだが。絵本，童話，

漫画，子供と子供の本についてのエッセイが同じ一冊の中にまとめられている今までにはなかった

新しいタイプの本である。

　これらの出版物は，結局，絵と文が，今日，ある意味では限り無く近づいて，その価値は表現手

段によって決められるのではなく，また表現りためには，固定的でない手段が自由に選択されるよ

うになったことを，象徴的に示したものであろう．あるいはそれを意図的に主張したもめでもあろ

う．いずれにしてもこのような表現の試みを（その出版も含めて），かなり容易に行うこ＼とが可能

であったのは，日本語は通常のテクストと漫画等の表現手段との間にもともと深い溝がないためで

あろう○　　　　　　　　　　　・　　・　　　　　　　　　　　．　　・　　　・　．･･
●　
ｊ　．･　　　．　・　　　．：　Ｉ．　・
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　　　　　　　　　　　　　　２．漫画のオノマトペの一般的傾向

さて文章を主体とするものでは，フランス語にはオノマトペがめったにないといっていい状況な

のであるが↓漫画という絵を主体とするメディアに目を転ずると，事情はどうであろうか。

　　　　　　　　　　　　　　【図2】(‘Les Motards' ，No.1 , p. 34)

　上例ではオノマトペ好きの我々日本人でもいささか肺易する位，多数描きこんである６まさに洪

水である。この漫画はバイク乗りを主題とするシリーズであるから特に多いのは認めるとしても，

やや過剰であると感じられる。入手した資料約100冊をざうと見た感じでは，この作品‘Les Mo-

tards' (シリーズ)のほかにも，少しうるさすぎるように感じるものがいくつもあった。

　また，これとは逆に，異様に静かだと感じるグ歩－プがあった。オノマトペがほとんどないので，

慣れないうちは不気味なほどである。たとえば‘Buck Danny' No.2は戦争ものであるから，戦闘

シーンがしょっちゅう出るが，音のほうはごく控えめにしか出ないのである(代わりに状況説明の

文がたくさん付してあるが)。戦闘機が被弾しても音が出ていないのは日本人には奇妙に感じられ

る(【図３】)。

　これが多分日本人が初めて大量のフランス漫画を見たときの一般的印象であろうが，なぜフラン

ス漫画はやかまし過ぎたり，静か過ぎるのだろうか。これはもちろんこちらが日本人として，無意

識のうちに日本の漫画と同じような描き方を期待しているからであろうが，ならばフランス人側に

ある視点，あるいは態度とはどんなものなのだろうか。

　その差異の中核になっているのはフランス人の音(漫画の場合はほとんどbruitばかりであるが)

に対する態度であると考えられる。フランス人は音に対してきわめて対峙的な態度を取る。 bruit

に対しては通常，排除的であるといってよい。フランス人が日本に来てまず悩まされるのが騒音

(彼らにとって)である(A. Mangenot, 'Jeune', p. 45)。時間にかまわず絶えず行われる道路工
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　　　　　　　　　　　　　　【図3】（‘Buck Danny', No.2。lp.12）レ

事，幼児に母親が注意しているような親切な駅のアナケンス（足元があぶないことやー傘を忘れて

はいけないことまで），住宅地に響き渡る幼稚園のスピーカー，頼みもしないのに，クラシックや

ポピュラー音楽を鳴らし続ける喫茶店･, etc.しかし，はっきり言って日本人はこういった音（音

ならなんでも）が大好きなのである。パチンコ店はやかましいからはやるのであり（音楽をやめて

みたら客が入らなくなったという実験があった），住宅の建築現場へ行けば電動のこぎりや飽だけ

でも相当の騒音であるのに，それを上回るものすごい音量で大工さんがラジオを聞くともなく聞い

ているというのはごく普通の風景である。

　フランス人はbruit嫌いであるが，誰も知るように漫画ではbruitははなはだ便利である。各ロマ

の中ではどんなことが起こっているのかオノマトペ(bruit)を付すことによって，描きやすくな

るし，背景音として用いると，次のコマとのつ：なぎもスムーズになる。いわば映画の効果音のよう

な役割をするのである。したがってフランスの漫画家は漫画という自由な表現媒体において，

bruitを有用なものとして書き込むか，やはり一般のテクストのように（すなわち一般的なフラン

ス語のように）最小限度におさえこむかという二者選択をせまられることになる。（上例の‘Les

Motards'の場合は，日頃「物静かな」フランス語の言語的枠組みを，バイクという社会への反抗

の象徴を用い，これにさわかしい音を立てさせることによって，打ち破ろうとしているのかもし

れない。）

　その結果，極端に音を立てている漫画と，シーンとした（日本人にとってだが）漫画とに別れて

しまうのであろう。これはあくまでもたとえに過ぎないが，精神分析学から例を採ると，たとえば

無意識に強い金銭欲を押し込めている人が,極端に浪費して七まうか，人も驚くようなけちに徹す

るか，どちらかに傾いてしまうようなものである。現象は違うが原因はひとつである。

ここで日仏の漫画に実際にどれぐらい，オノマトペが描きこまれているのか簡単な統計を取って

みよう。
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オノーマトペ出現率　【表１】

29

頁
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１

３

１

８

３

12

14

9

12

12

10

9

12

12

12

１

７

２

０

１

１２

２

０

１

６

10

　8

12

11

　9

　8

10

8

12

9

８

１

０

２

６

２

４

２

３

４

計 91 56 73 42 102 31 86 44 114 32 97 32

出現率

(ｵﾉﾏ÷ｺﾏ)
0.62 0.58 0.30 0.51 0.28 0.33

L諜 0.60 0.41 0.31

頁

VAN COOVER-1 VAN COOVER-2 YOKO-7 YOKO-9 SPIROU-2 SPIROU-8

コマ オノマ コマ オノマ コマ オノマ コマ オノマ コマ オノマ コマ オノマ

5

10

15

20

25

30

35

40

3

13

23

10

5

9

9

10

13

11

3

7

12

１０

０

１

１

３

０

１

７

５

３

３

５

８

６

９

７

５

８

４

５

０

０

２

０

１

４

２

１

０

０

　6

14

12

8

10

8

12

11

9

8

０

１

０

０

０

０

１

２５

０

０

11

　6

10

8

10

9

9

5

4

11

０

１

０

２

３

０

２

１

３

０

８

８

８

８

８

８

７

８

８

８

０

０

０

８

２

４

０

０

２

６

９

９

１０

９

９

７

９

８

９

９

０

１

０

４

２

０

０

０

０

３

計 89 31 60 10 98 27 83 12 79 22 88 10

出現率 0.35 0.17 0.28 0.14 0.28 0.11

脳課 0.26 0.21 0.20
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頁

ARYANNE-4 VOYAGE EN ITALIE･2 GUERRE ETERNELLE-3 モデナの剣-7 ちびまる子-3 笑うせえるすまん-9

コマ オノマ コマ オノマ コマ オノマ コマ オノマ コマ オノマ コマ オノマ

5

10

15

20

25

30

35

40

　3

13

23

８

８

６

８

７

５

７

７

６

９

０

０

０

０

０

１

０

０

０

５

１

６

８

８

９

１０

２

５

７

８

０

０

０

１

０

１

０

０

０

０

１０

７

１０

８

１１

７

６

７

８

７

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

３

４

１

５

３

３

２

３

３

１

１

３

４

５

２

４

４

３

２

０

１

７

８

８

７

７

７

８

７

１

３

４

６

５

６

２

９

３

７

４

４

４

８

５

８

６

３

５

１

５

１

４

２

３

６

３

０

０

０

０

計 71 ６ 64 ２ 81 ０ 28 28 61 49 49 19

出現率 0.08 0.03 ０ 1.00 0.80 0.39

頁

YAWARA!-1 キヤッツアイー14 浮浪雲-45 ゴルゴ13-79

コマ オノマ コマ オノマ コマ オノマ コマ オノマ

5

10

15

20

25

30

35

40

　3

13

23

１０

６

６

８

１

８

９

８

１

５

１

３

０

２

０

４

９

１

０

０

６

７

７

７

６

６

９

６

１

７

２

０

４

０

１

５

１

０

０

３

８

５

５

７

７

７

６

６

９

６

０

０

３

０

０

１

０

１

７

２

２

６

６

６

６

６

７

６

５

４

０

０

０

６

２

０

１

１

０

１

計 62 20 62 16 66 14 60 11

出現率 0.32 0.26 0.21 0.18

　[この統計で40頁から先

は３頁，13頁，(3頁が存在

しない場合は23頁が代替)，

に戻したのは，入手したフ

ランスの漫画がすべてＡ４

判の絵本状の造本で大体40

頁で一冊になっているから

である。各頁のコマ数と現

れたオノマトペの数を数え

(数え方は，文字の大小，オ

ノマトペの引き伸ばし等を

一切無視して，くぎりがあ

れば一つとした)，オノマト

ペの数の合計をコマ数の合

計で割ったものを，出現率

とした。作品によるばらつ

き等もあるのでフランスの漫画については，同一シリーズの２冊の平均値を出してみた。ただし，極端に少な

いものは，意味がないので，１冊しか取り上げなかった。日本の漫画は我々のよく知るところであるかち，１

冊にとどめた。作品によって，あるいはサンプル頁を変えることによって，多分大きい時は十一１ぐらいの変

動があるだろう。］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
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　この統計結果をみると，主観的印象とは必ずしも一致しないことが分か,る。出現率0.6を越えた

‘Les Motards', 0.51の‘Ｌ’Agent 212' は別として，にぎやかに思えだGaston'や‘Spirou et

Fantasio'が案外少ない。まだVan Coover'は026であるが読んだ印象では，かなり静かという

か，さびしい感じすらあった。読後感ではなんとなくオノマトペが多からたような気のする『ゴル

ゴ13』は0.2と，日本の漫画としては少なく，逆に，あまり無かったような気のする『ちびまる子

ちゃん』は0.80と相当に多い。これらの印象は，ストーリー内容（地の部分がシーンとしていて，

盛り上がったところで急に大きな音がすると，あざやかな印象として残るー『ゴルゴ13』），オノマ

トペの描き方（たえず小さく添え，また擬態語を用いてあると印象は弱いー『ちびまる子ちゃん』），

吹き出しと説明の文字の書き方（にぎやかな字体が使ってあると，音が大きかったような気がするー

‘Gaston', 'Spirou et Fantasio').等によっても作られるものと思われる。

　『モデナの剣』は車のレースがテーマであるので, 1.0と非常に高い数字になっている。作者はた

えずレースシーンを登場させ，レース中の車の絵にはほとんどすべて音を付しているので，このよ

うに高率になる。しかし読んでいる最中に，特に何も感じなかったのは，これと同じように多くの

オノマトペを出す漫画は，ざらにあるということと，日本人は音が出るところでは，オノマトペが

当然出てくるものと，期待しているということが関係しているだろう。　　　　　■■　　　　　■■

　出現率0.1を下回るものは事実上ほとんどオノマトペがないめであるが√この種のものとしては

手持ち資料の中ではほかに‘Tendre banlieue', 'S.O.S.Bonheur', 'Buck Danny'の各シリーズが挙

げられる。音を入れない漫画は日本ではかなり特殊なものであろうが，手元の漫画に沢山あること

から推してフランス漫画では別にめずらしいものではないようだ。

　上述のような主観的印象について念のため他の日本人６人（学生）にたずねたところ，ほとんど

同じような印象を受けることが確認できたo 'Les Motards' は，全員がうるさすぎる感じがする

と答え，音のきわめて少ない‘Voyage en Italie' は静かすぎると答えた。また，『ちびまる子ちゃ

ん』がオノマトペが少なく，『ゴルゴ13』は結構ある，と錯覚しているのもほぼ同じであった。人

数が少ないし厳密な実験としてやったわけではないので，統計結果どしてまとめるほどのものでは

ないが，参考にはなろう。

　統計全体からいえることは，フランスの漫画はオノマトペが多いといっても，日本のものにはか

なわないということであり，また逆に日本の漫画にはフランスの漫画のように，オノマトペが出な

いジャンルは存在しないということである。つまり，フランス漫画はオノマトペを押さえ気味に使

い，日本の漫画は遠慮なく使っていることになる。

　ところで，これはオノマトペについてではないのだが，それと関連の深い興味ある日仏の漫画の

差異が存在するので，これについて記しておこう。

通常のテクストでも様々な字体，ポイントを用いることがあるが，漫画ではさらに「文字面」の

印象が重視される。これに関してフランス漫画で目立つのは吹き出しおよび説明の文字の字体，大

きさがきわめて安定していて（というより同じものばかり使っているというべきか），絵に添えた

オノマトペとは一線を画していることである。それならそこの部分はいっそ活字で組めば，早いし

読みやすいのであるが，通常，作者がていねいに手書きにしたものを（なぜか大文字ばかりで書か

れるのが普通であって，慣れない日本人にはやや苦痛である），そのまま印刷するようだ。

　これに対して，日本の漫画の吹き出し，説明文の字体，大きさが場面に合わせて絶えず猫の目の

ように変わるのには，フランス人等，そういう習慣のない国の人はずいぶん驚ぐであろう。これら

の大部分が活字で組まれており,しかも学術専門書なみに誤植が少ないのは,ほとんど神技に近い。

ここには,日本語のもつ非常に強いオノマトペ性指向がある。つまり言語のプロソディー面を最大

限に機能させ，文字面でも全面的にそれをうったえかけようというわけである。次の作品【図４】
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【図４】『金魚注意報』，第１巻, p. 148

　　　　　　　　　　　　　　　【図5】（‘Yoko Tsuno', No.7， p. 8)

ではわずか１コマの中で，３種もの活字（手書きの文字を含めると４種）を使い分けているが，こ

のような漫画は日本ではざらにある。参考までにフランス漫画の字面の例も示す【図５】。

　以上から言えることは，日仏の漫画は同じ漫画であっても，言語の差異，またそれと結び付いた

ものの考え方が違うために，相当大きい違いがある，ということである。フランス語も漫画ではオ

ノマトペを付されて，一見，日本の漫画と同じレベルに立つたかのようであるが，最後のところで

はかなり違っているのである。フランスの漫画では全体と七てオノマトペが少ないことに端的にあ

らわれているように，フランスの漫画ではオノマトペは結局，絵に添えたもの以上には決してなり

得ない。しかし日本の漫画ではオノマトペはテクスト（吹き出し等）と，絵の間を自由に行き来し

これらをつないでいるのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　３．オノマトペの実際

　ここで日仏漫画に現れるオノマトペの具体的検討に入ろう。オノマトペの形，頻度，出方等につ

いて,調べる。日本の漫画はよく知られているのでフランスの漫画の方に重点を置くことにする。

　‘Tsuno Ｙｏｋｏ’はシリーズもので題名からも分かるよ引こ日本女性が主人公でさまざまな事件に
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巻き込まれ，武術を駆使して悪人をやっつけるという日本人にも分かりやすく（一般的に外国の漫

画は分かりにくいが，フランスの漫画も慣れるまで楽しんで読むのは難しい），また最近のフラン

ス人が好みそうな漫画である。オノマトペの出現率，出現の仕方についてもあまり違和感がなく日

本の平均的漫画に似ているので，比較しやすいと思われるのでこれを取り上げよう。例えばシリー

ズ中のNo.9,‘La Filledu vent' には次のようにオノマトペは現れる【表2】。

　　　　　　　　　　　　‘Yoko Ｔｕｎｏ≒No.9中に現れる全オノマトペ

　　　オノマトペ

BANG

BANG

BANG

BANG

BRROOOO

CLANG

KLONK

KLONK

KLiK KLiK

KRAAK

KRRR…ＫＲＲＲ…

PAF

PAP

PAW PAW

POK

POK

FOOT

TRiiiiii

TSCHiiiiiiiiUUUWWW

TSHHHHHH

TWiP TWiP

VROM

WHAM

WHAM

WHAM

WHHHiiiiiiiiiii

WHHIIIIIIIIIIIIII

WHiiUUWWW

WHHiii

WHHiiii

WHHiiiii

WHHiiiiii

WHHiiiiiii

WHHiiiiiiiiiiiiiii-

WHHiiiiiiiiii

WHHiiiiiiiii

日本語訳

ガッシーン

ガーン

カガーン

ドオーン

ブオーン

バリン

ドシン

コツコツ

カチカチ，

ガガーン

ザザッザザッ

バシッ

バシッ

キュルキュル

カツカツ

ブスッ

ポー

ドウッ

ザザザザッ

ピーピー

ドッドッ

バーン

ズズーン

ドドーン

グィーン

ゴオッ

キーン

キーン

ブオー

ガウー

ブオー

ゴーツ

ドオー－ツ

ドオー

ゴオーツ

　　　　　　状　　　　　　　　　況

高速回転中の台風発生機ローターが外枠に接触

巡視艇前部被弾

ミサイル空中で咋裂

ミサイル空中で作裂

大型水上飛行機の離水

台風発生機の透明の外枠破裂

後ろにころげて背中を打つ

鉄板の上を人が歩く

ボールペンの頭をノック

モーターボートが桟橋(木製)をこわしながら通過

砂利の上を歩く

空手で顔面を攻撃

顔を平手で打つ

ジェット機のタイヤが着陸時に立てる音

鉄板の上を人が歩く

矢が松の本に刺さる

水中翼船の警笛

(不明)

小型ロケット弾発射

潜水艦が浮上

無線機の呼び出し音

モーターボートのエンジン

ミサイル竜巻に激突しこれを破壊

ミサイル竜巻に激突しこれを破壊

ミサイル空中で咋裂

ミサイル飛行中

ミサイル飛行中

ジェット機のエンジン(着陸時)

ジェット機のエンジン(飛行中)

ミサイル飛行中

ミサイル飛行中

ミサイル飛行中

ミサイル飛行中

ミサイル飛行中

ミサイル飛行中

小型ジェット機発進

頁＆コマ番号

　　18-5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

8
3
　
5
3
5
5
2
　
5
4
　
6
　
7
2
　
3
2
　
8
1
5
8
8
　
6
3
5
5
3
5
2
3
2
　
4
　
4
4
1
3
4
て
り

　
一
　
｛
　
‐
　
・
　
一
　
｝
一
　
・
　
・
　
｛
　
一
　
一
　
｝
　
一
　
一
　
‐
　
｛
　
‐
　
｛
　
・
　
一
　
『
　
一
　
一
　
・
　
｛
　
一
　
一
　
・
　
一
　
一
　
一
　
一
　
一
　
｝

０
２
２
　
７
８
４
５
４
　
９
０
８
５
３
５
　
４
５
２
　
０
４
　
４
　
９
　
３
　
３
　
５
２
　
３
３
３
３
　
２
　
３
２
　
３
３
０

２
２
　
２
　
　
１
２
２
　
　
１
１
↓
　
１
　
３
　
　
２
　
１
２
　
１
　
２
　
２
　
　
１
　
２
　
２
　
３
２
　
３
　
　
　
　
２
２
　
２
　
２
　
２
　
２
４
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WHOOO

WHiiii

WHiiiiiii
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WHiiiiiiiiiiiiii
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ゴオーツ

ゴオーツ

グイーン

バウッ

バウッ

ヒューン

ゴオーツ

バウッ

グオーツ

ヒュッ

小型ジェット機上昇

台風発生機（ＹＯｋＯの父の発明品）始動

台風発生機高速回転中　・

迎撃ミサイル発射　　　Ｉ　　　　Ｉ

迎撃ミサイル発射

ジェット機着陸後の空港内移動

小型ジェット機上昇

迎撃ミサイル発射

小型ジェット機台風の目に突つ込む

矢が飛んで来る

　　　【表２】

【図6】(‘Yoko Tsuno', No.9, p. 22)

43-2

17-8

18-1
４
４
　
Ｃ
Ｏ

　
・
　
一
　
一

４
　
４
４

０
０

　
　
m

41-1

34-4

43-9

14-7

　　【表２】のオノマトペの和訳は試みに筆者が

この漫画を読みながら，自然に頭に浮かんだも

のを適当に付してみたものである。その内でも

なるべく平均的でポピュラーなものを選ぶよう

に努め，こ:とさらに個人的な創作は避けるよう。

にした。【表2】で目立つのはミサイルやジェッ

ト機の音であるが，フランス語の方では，ミサ

イルにれには実は少なくとも２種類あるのだ

が）とジェット機（大型旅客機と小型爆撃機）

が飛行中のオノマトペはすべて結局WHI-を引

き伸ばしたものにすぎないことが一目瞭然であ

る。例外は大型旅客機が空港着陸後に立てる

ＷＨＨｉｉＵＵＷＷＷ（略するとＷＨ小U-W-,この

最後のＵ-Ｗ-はエンジン回転数が落ちた音をま

ねているものと思われる）のみである。しかし

日本語訳では，これらのＷＨＩ-にすべて平均的

なキーン等を付すのはいかにも不自然で，まと

もな漫画らしくするためには様々な音を入れざ

るを得なかった。他の日本人が訳してもオノマ

トペの種類が変わるだけで，同じことが起こる

はずである。これは日仏の漫画の流儀の差異だけでなく，両言語のオノマトペの根本的な相違を反

映しているものと思われる。

　日本人の立場から整理してみると，次のようなことが言えそうである。

・ミサイルとジェット機の区別，ましてやその細かい種類は区別していない。

　　　→音源の種類にはあまり目を向けない。　　　　　　　　　　　　　　　　◇

・同じミサイルでも突如，海中から現れたり，すでに登場したミサイルがそのまま飛行を続けた

　り，状況が違うのだが，その区別を立てない。

　　　→遠近感，意外性等，読者（つまり作者もそうであるが）の印象，手ごたえには無頓着で

　　　ある。
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　　　　　　　　　　　　　　【表３】　　　　　　　　　　　　　　　　【表４】

　　【表３】を見ると，一見いろいろあるように見えた自動車の音はＶＲＯ(Ａ)Ｍをもとに，引き伸ばした

り，部分を取ったり，文字を取り替えたりして，変化をつけているだけであることが分かる【表４】。

そうすると，これはｖｒombiｒr(エンジンなどが)ぶるんぶるん鳴る(クラウン仏和辞典)｣, vrombis-

sant, vrombissementなどの通常語彙からそうかけはなれたものではないわけである。

　次にオノマトペの出現率がフランス漫画としては異常に多かっだLes Motards' で，オートバイの

立てる音を調べて見よう。要領は同じであるので，今度は繰り返し部分および出現回数の記述は省く。

１

・同じコマの中ではもちろん，近くのコマに同種のミサイルが同時に飛んでいるときに，全部同

　じオノマトペですます。

　　　→オノマトペを言葉のようにじっくり味わう習慣がない。

　これによると要するに，フランス語では漫画においても，音源あるいは音の種類にかなり大きい

区分けがあって，印象や気分によってそれを動かさないようにしていることになるが，他の作者の

作品でも同じ傾向があるかどうか今度は自動車の走行音で調べてみよう。まずラリーをテーマとす

るのでレーシングカーがよく登場する作品から統計をとると次のようになる（ブレーキ音，衝突音

は別のものであるので省く）。ハイフンは同じ文字の繰り返しがある部分である。繰り返し回数に

ついては省略する。

‘VAN C00VER' ㈲1)の中の自動車走行に関するオノマトペ

出現回数

VRO-A

VRO-A-

VRO-AM

VRO-AP

VROM

WRA-

１

４

１

１
L
O

1
-
I

‘Les Motards' ㈲1バp. 34, 6コマ目ｒｅ)中のオートバイ走行に関するオノマトペ

BRAO

BRAOM

BRAOR

BROM

ROAR

ROWAR

VRAO

VRAOM

VRAOUM

VRAOUP

VRAR

VROAR

VROM

VROWA

VRT

WRAO

WROW

【表５】
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　【表５】を見ると，ますます変異形が増えただけのことで，やはりvromから抜け出せないでい

るのが分かる。その他,手持ち資料の中に変わったエンジン音を立てるものがないところから,フラ

ンス語で自動車,プロペラ飛行機,オートバイ,モーターボート等のエンジンは正常に回転していると

きはｖｒｏｍ系統の音を出すといってよいだろう。

　以上のようなフランス語のオノマトペ使用法一一一般的なオノマトペを基礎におく，ということ

はもちろん日本の漫画でもある。しかし，日本の漫画が決定的に異なるのは，音の印象が中心で。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
印象が中心であるからには，読者が納得する範囲内であればどんなに独創的なものでも許され，む

しろ歓迎されるというところである。

　上にとりあげたエンジン音にしても印象が違うのにいつも同じ系統のオノマトペでは決して満足

できない。ましてや自動車も飛行機も同じというようなことはめったにあり得ない。このような言

語であるから，当然一歩も二歩も先へ進んで，同じエンジンでも状況に応じてありとあらゆる音を
　　　　　　　　　　　　　　一
出すというようなことになるのである。『モデナの剣』は自動車を高速でぶっ飛ばしてばかりいる

ので，ちょうど‘Les Motards' のような漫画に相当する。ここから競走する２台のレーシングカー

の出す音（オノマトペ）を拾ってみよう。

オッオッオン

オッオッン

オッオン

ギャアアオン

クオーオ

クワアアアン

クワアアン

クワッアアー

ゴオウオッ

スパッ

ズオッ

ズバッ

ドアアオン

ドゥウ

ドリドリ

ドリュドリュ

バシユッ

フオン

プワーン

ワアオオッ

ワアオオン

ワアオッオッ

ワアン

ワアオン

ワオン

ワッ

ワン

ヴィイイン

ヴィイン

ヴィッヴィッ

ヴリヴリ

WAAN

WAEN

【表６】

　これは最初から31頁までにあらわれたものをアイウエオ順に並べたものである。まだまだ変わっ

たものがあるが，このへんで十分であろう。この一覧表には初頭音だけみても，マ行，ヤ行，ラ行

以外全部そろっている。ヴィという外来音も使ってあり，それでもまだ足りないらしく英語にみせ

かけたものまである。とにかくありとあらゆる音があり，どんな印象もすべて書き分けようとして

いる。これはまた読者が退屈しないためでもある（日本人は同じ系統のオノマトペが続くと，あき

てくるのである）。実はズバッというのはコーナーで片方の車が急にイン側に入って他方を追い抜

いた状況のオノマトペであり，自動車の音というよりも擬態語に近いのであろうが，しかし他のオ

ノマトペと全く同じように描いてあって，音でないとも断定できないのである。日本語に取ってそ

んなことはどちらでもよく，要するにそのとき自動車から受ける印象が,全体としてズバッだった

のである。スパッについても同じである。

　印象のみによって存立する擬態語の存在が日仏のオノマトペの差を解く鍵であるようなので，最
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後に擬態語についてふれておこう。日本語で擬音語と擬態語の区別は学問的には一応あるが，話し

手は別に意識的に使い分けているのではなく，ここでも見たように漫画では全く同等のものとして

あらわれる。日本の漫画ではこの擬態語がそうとう活躍するのであって，「クルッ」とか「サッ」

とか書いてあると，絵だけでは表現しにくい細かい動作などが分かって大変便利なのである。その

ほか，「ポカーン」だとか，「ジワー」だとか色々あるわけだが，これが書いてあると，あらゆる感

覚が手に取るがごとく伝わってくる。日本人としては，こんなに便利な擬態語が無いフランス語の

漫画が，どうやって切り抜けるかが興味のあるところだろう。

　この観点からあらためてフランス語漫画をながめてみると，いろいろな点に気づく。

・状況説明のための文が多い。（日本の漫画ではあまり見かけない。これが多いものは漫画とし

　ては読みづらくなる）

・吹き出しのせりふで補う。

・吹き出しの中に？と！を盛んに入れて，場合によっては二つを組み合せて，擬態語相当のもの

　にする。たとえば日本の漫画なら人物の横に「ハツ」とかいてあるような場合にフランスの漫

　画では吹き出しの中に！を入れて驚きを表すわけだ。このフランスの？と！についての逸話は

　有名である。

・人物や乗り物等の動きに合わせて軌跡を書き込む。また，人物があせっているところで，汗が

　周囲に飛び散るのを描くような技法もある。これらは日本と同じである。

・日本人ほど,細かい動作の種類等は問わないので,読者の想像にまかされている。

　これらが擬態語の解決策といえば解決策である。ところで，最後に当たり前のようで，大事なこ

とだと思われるのは，擬態語が本当に必要になるような漫画はフランスでは決して描かれないだろ

うということである。擬態語が必要な漫画というのは，一ロでいうのは難しいのだが，俳句の中に

存在するような要素が多い漫画であろうか。すなわち感覚と論理が溶け合って，一瞬，印象の中に

沈黙するような世界である。

　『ゴルゴ13』は残酷だからフランスで受けなかったのだろうか5．ゴルゴより残酷な漫画はいくら

でもある。また，出自も目的も喜怒哀楽も人生観も全く不明な訳の分からない人間が主人公だから

だろうか。それもあるかもしれない。しかし何よりもその不明性をも含めてゴルゴはきわめて日本

的であるからである（一見国際的に見えるような舞台設定にもかかわらず）。ある学生は「『ゴルゴ

13』は……（てんてんてん）の世界だ」と，きわめて明快にゴルゴの世界を一言で言い表してみせ

た。この……にlど俳句的な記号はない。多くの日本人作家がこれなしには，どうしても文が書けな

いのである。そしてこの……を好む態度の中に豊かな擬態語を生み出す素地がある。

　擬態語が擬音語と共に等価なものとしてオノマトペの中に同居していることが，まさに日本語の

オノマトペ全体の性質を物語っているのであり，同じように擬態語的世界を欠いているところにフ

ランス語のオノマトペの本質があると思われる。日本語とフランス語のオノマトペを比べていって，

しだいにずれが生じていくすべての源はそこにあるようだ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おわりに

　オノマトペは，フランス語の漫画において，擬音効果(bruitage)という口実も得て，最大限活

躍していることが分かった。しかしそれは日本のものほどではなく，やはりフランス語の性質から



38

岡本克人，

岡本克人，

高知大学学術研究報告 (1991年）人文科学

特にかけはなれたものではなかった。つまり漫画という比較的自由な表現手段においても，言語お

よびそれと結び付いた思考面の態度は変わらなかったわけである。漫画にあらわれたオノマトペは

それぞれの言語の可能性の限界を示しているだけに，むしろ本質をよく指し示す道標である。

　　　　　　　　　　　　　　　注

１．岩上安身，「『キン肉マン』『聖闘士星矢』が引き起こした〈日仏アニメ摩擦〉」，『変なニッポ

　ン』（別冊宝島n7号), 1990年８月, JICC (シック）出版局, p.32.

2. Ibid., p.41.

3.なかじまかすみ「小池一夫インタビュー一仏教思想が『子連れ刹を世界に読ませるんです』，

　Ibid., p.56.

4.清水勲，『漫画の歴史』, 1991年，岩波新書，（（はしがきJ iii頁）。

５．フランスの漫画事典には『ゴルゴ13』も掲載されているが，日本での人気を紹介するためのよ

　うである。フランスでの反応については，次のように書かれているレ

　“Quelques episodes ont 6t6 publie s en France dans le magazine “ｌｅＣｒi　ｑｕi　tｕｅ”de

　1978 a 1981, mais il n'existe pas d'album de cette serie assez strangere aux gouts

　francais.”（‘Dictionnaire de la bande dessinee≒p.228)

　英語版もリイド社から３冊が出版されたが，大分以前から絶版となっている。　　　　　＼
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